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吉井町は赤磐郡の北端に位置し、吉井川が東部を流れ、又、美作方面から
の源流である吉野川の合流地点で、

戦国・ 1日藩時代を通じて常に備前美作両国の国境いの要衝として交通
。経済が栄えてきました。

新岡山空港・1頼戸大橋の完成という時代の推移は社会環境を変化させましたが、今後美し
い自然と活力ある郷

土の振興計画を策定して「自然・産業・歴史の特性を生かしたまちづくりJを 目ざし、城山公園の整備・特産物

開発としての「これ里ワイン」づくりを推進しております。

城山公園は、戦国時代の山城跡として知られ、眼下には高瀬舟の往来で栄えた古
い町並みや、文化財発掘調査

で裏付けされた歴史的背景を基盤とした展望台、大型竪穴遺構の推定復原等美し
い自然の中で歴史と文化を身近

に感じられる場所 として整備しました。

「訪ねてもよい町」を目指した今日までの発掘と整理のエネルギーは、著しく精力的なも
のであり、貴重なシ

ンボルとして、多 くの人に親しまれ、新たな交流と地域文化の尊厳さを再認識していただけるものと存じます。

おわりに、本調査ならびに整理にご支援を賜りました岡山県教育委員会文化課
・古代吉備文化財センターをは

じめ献身的なご努力をいただいた各位に衷心より厚くお礼を申し上げ発干Jの挨拶にかえさせて
いただきます。

1990年 3月

吉井町教育委員会

教育長 金 谷 弘 衛
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1.本報告書は、吉井町が実施した『歴史とロマンの里づくり事業』に伴い、吉井町教育委員会が発掘調査を

実施した「薦酷蔵註栞苗liT立」の調査概要である。

2.備前周匝茶臼山城址は、岡山県赤磐郡吉井町周匝字茶臼山15-6に 所在する。

3.発掘調査は、岡山県古代吉備文化財センター職員松本和男が吉井IT教育委員会の調査指導依頼を受けて、

昭和60年 2月 ～ 4月 、 6月 、 9月 ～10月 に実施 した。なお、現地では吉井町役場、吉井町文化財審議委員

会の各委員に多大のご協力をいただいた。

また、工事施行の山陽建工株式会社取締役社長野上初見氏、同社社員藤本誠一氏、美作土建株式会社社長

(当時専務)員 1本孝氏には発掘調査全般にわたって暖かいご協力をいただいた。記 して深甚の謝意を表 し

ます。

4.発掘調査および報告書作成にあたって、水内昌康氏 (岡山県文化財保護審議委員)、 井上賀弥太氏 (吉井

町文化財審議委員)、 河本清、葛原克人 (岡山県古代吉備文化財センター)他多 くの同僚職員の教示を受

けた。記 して深甚の謝意を表 します。

5。 出土遺物のうち、陶磁器鑑定は亀井明徳氏 (専修大学助教授 )、 大橋康二氏 (佐賀県立陶磁資料館 )、 篠原

芳秀氏 (広島県立埋蔵文化財センター)に教示を受けた。記 して深甚の謝意を表 します。

また、石器石材鑑定は三宅寛氏 (岡山理科大学教授 )、 貝殻鑑定は金子浩昌氏 (早稲田大学)、 CHに よる

年代測定は、山田浩氏 (京都産業大学教授)に依頼 し、鑑定結果および測定値の報告を得た。

6。 遺物復元は、坪井和江、細田美代子が行った。遺物の実潰1は 、山本悦騰、藤原子鶴、大久保 (旧姓山田)

雅子、松井政子、山本千恵子、岩谷みさえ、三垣佐知子、西本尚美、竹内典子が行った。遺構図、遺物実

測図の浄写は田中淑子、近藤明子、松本が行った。城力Lの遠近景、検出遺構の写真撮影は松本、出土遺物、

復原した大形竪穴遺構の全景と内部、巻頭カラー写真撮影は政田孝が行った。なお、復原行程の写真撮影

は藤本誠一氏提供である。また、原稿の浄書、図版、図、表作成の補助を加藤由美が行った。

7。 原稿の執筆は第 1章～第 4章、第 6章 を松本、第 5章 を有限会社金光秀泰建築設計室の金光秀泰が担当し、

編集は松本があたった。

8.報告書で用いる断面図高度値は、茶臼山城址本丸の記念碑台座を原点 とし、方位は第 1、 2、 3図 を除き

磁北である。

9.報告書に掲載した地形図は 1/50,000(周匝)建設省国土地理院発行のものを複製、加筆したものである。

10。 報告書に関係する遺物のうち、鉄製品、鋼製品 (銭貨を除く)は岡山県古代吉備文化財センターに、他の

遺物は古井町歴史民俗資料館、城山公園展望台に展示、保管している。また、写真、実減1原図、マイクロ

フィルム等は古代吉備文化財センターに一括保管している。
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第 1章 は しが き

鰊 核饉 吻馘 麒 軋≪謳

1.吉井町の地理的環境

赤磐郡吉井町は岡山県の東部、郡内では最北部に位置し、北に久米郡柵原町、南に赤磐郡赤坂町、東に英田郡

英田町、和気郡佐伯町、西に久米郡久米南町、御津郡御津町に接 し、面積86.77kぶ、人口6400余を擁する町である。

当町は県内三大河川の 1つ である吉井川中流域の右岸にあたり、吉井川とその最大文流である吉野川が合流す

るところである。吉井町周匝はこの合流地点に位置する。

・吉井町の地形は仁堀から茶臼山に至る谷筋は大きな断層によってできた地形がみられるが、町北西部は標高

300～ 400mの吉備高原が展開し、吉井町右岸の周匝、福田には平坦面がみられるが、他は浅い盆地もしくは高原

が連なっている。

吉井川と吉野川の合流する周匝は、久米、英田、和気、赤磐 4郡の接する地点にあり、美作国との交通の要路、

国境の要所としても重要な地域であった。

周匝という地名は、平城宮出上の本簡に「備前国赤坂郡周匝郷調鍬十日、天平十七年十月十日」と明記されて

いることからみても、すでに8世紀には都に鍬を租税として貢納できた所であった。

2.中世の備前

中世の備前国は足利政権を支える有力な守護大名である赤松則祐の支配下であった。1364年備前国の守護と

なった赤松則祐は播磨守護職をも兼ねており、備前国には有力な被官人であった浦上行景を守護代として入部さ

せ、領国を支配させたのである。南北朝合体の頃には赤松義則が播磨守護をもあわせて備前国守護職を継いでい

る。義則のもとでの備前守護代は浦上助景であった。浦上氏は備前三石城を居城にして守護代を勤め、以後、浦

上氏が代々三石城を居城としていたのである。

この結果、浦上氏は本貫地である西播磨の浦上荘よりも、勢力が備前東部地域においては増大していたが、嘉

吉の乱 (1441年 )で赤松氏が没落すると浦上氏も主家に殉じ、備前守護には赤松氏追討に功績のあった山名一族

の山名教之が補任され、備前守護代には小鴨大和守をあてて領国の支配にあたらせていた
`

応仁の乱前後の頃には赤松政則が赤松家を再興し、旧領国である播磨、備前、美作三国守護の地位を回復した

ころには、浦上則宗が側近となり、補佐し、赤松家の老臣として実権を握っていた。備前には則宗の下族である

浦上基景を守護代として、三石城を居城にして領国の支配にあたらせた。しかし、この頃になると領国の有力な

被官人や国衆たちの在地勢力が成長し、一部には守護大名をしのいで、在地を支配するほどの勢いを示すものが

あらわれはじめ、備前では金川城の松田元成が文明 5年 (1473)以降に備前国西半を押領して領国化を図り、同

15年 に赤松氏に対して下剋上に及び、播磨でも守護代の浦上則宗以下有力な被官人や国衆が離反して、守護の赤

松政則を一時国外へ放遂するようなことが起こったのである。そして、赤松政則の死去後は、浦上氏の勢力が守

護の赤松氏を圧倒するようになり、村宗のとき、大永元年 (1521)赤松政則の嗣子義村を討ち、浦上氏の勢力は

三石城を中心に備前東部から美作、西播一帯にかけて成をふるい、主家の赤松氏は名目的には播磨、備前、美作

三国の守護職ではあったが、実質的には播磨の一地方の武将となうてしまった。村宗の死後、長男政宗は播磨の

室津を居城として跡目を継いだが、次子宗景は政宗と不和になり、享禄 4年 (1531)に 備前東部の有力国人を引

きつれて佐伯町天神山に城を構えたのである。

F備前軍記』によれば、宗景は大田原与三左衛門、日笠二郎兵衛、延原弾正、明石飛騨、岡本太郎右衛 F5、 服

部備前などの有力国人とともに室津を退去したとみえる。
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天文元年頃から、美作地方には出雲の尼子氏の侵攻があり、美作の国衆
の多 くが尼子氏の配下に属 していった。

尼子氏は備前への南進をも試みるが、浦上氏によって苦井川水系を南下する
ことができなかったのである。永禄

の頃かる電子氏にかわって、安芸の毛利氏の勢力が強 くなり、浦上氏
の勢力と対立するようになった。このよう

な形勢のなかで、永禄のはじめころから、守護代浦上宗景の家臣
の 1人であった邑久郡乙子城の字喜多直家の勢

力がしだいに強人となっていった。直家は祖父能家の宿敵である邑久郡高取山城主島村豊後守
と上道郡亀山城主

の中:II備 中守を封ち滅ぽして、亀山城を本拠地として上道、邑久の平野を支配下にお
いてかいは、備前南部の最

大勢カヘと成長 していき、浦上宗景の一家臣という存在をこえて、戦国大名化
への道を精力的に開拓 しはじめた

のである。

備中では勢力の拡大を図りつつあった三村家親が毛利氏とむすんで、さらに備前、美作
へも進出の気配を示 し、

直家にとっては最大の敵対勢力となってきたため、永禄 9年、直家は美作へ侵攻中の三村家親を暗殺した。永禄

10年 には岡山市沢田の明禅寺山城の合戦で三村軍を敗北させるとともに、岡曲城主金光宗高喝旭川下流域
の有力

な努力をも服属させて、名実ともに宇喜多直家は備前南部一帯の戦国大名となったのである。

浦上宗景の家臣である宇喜多直家は永禄 2年頃から拾頭しだし、永禄10年頃から公然と宗景に敵対するように

なり、永禄11年 には御津郡虎倉城主の伊賀久隆を味方にして、西備前最大の国衆であった松田氏の居城金川城

(御津郡)を攻めて、松田ムi近将監元輝、元賢父子を滅ぼしたため、宇喜多氏は備前南部、西部一帯と備中東南

の一部および美作の久米郡地方を支配し、備前東北部から東部美作にかけては浦上氏が支配し、備中の大部分と

西部美作地方を毛利氏が支配するという状況になったのである。

宗景は直家との力関係が逆転されたことと毛利氏による侵攻に脅かされていたため、天正元年 (1573)11月 、

織 FIl信長に款を通じ、備前、美作および播磨の所領安1/iの 朱印状を得るが、天正 2年直家は毛利氏 と和 して、宗

景との主従関係を絶つにいたったのである。これまで、毛利氏に属して、備前をねらっていた備中松山城主三村

元親は毛利氏が宇喜多直家と和したため、毛利氏かい離反した。そこで、毛利氏は天正 3年 に三村氏を、小早川

隆景は三村元親の妹婚である備前常山城主上月隆徳を滅ぼし、天正 4年には西美作の高田城主三浦氏を毛利ゝ宇

喜多連合軍で滅ぼして、西方に何の心配もないようにしたのち、天正 5年に直家は備前統一の最後の仕上げとし

て、主家の浦上宗景の本城である天神山城を攻めた。数日間の攻防戦のすえに、宗景方に内応者を出させて落城

させ、宗景を週走させた。

こうして、備前東部を中心に領国化し、戦国大名に成長していた浦上宗景を滅亡させて、名実共に宇喜多直家

は備前国の覇権を確立 したのである。さいに、宇喜多、毛利軍は播磨国へも進出するが、福原、上月両城は織田

信長に曲陽道平定の命を受けた羽紫秀吉の軍勢によって攻略される。天正 6年 (1578)に 再び宇喜多、毛利軍に

よって上月城が奪回された。しかしながら、天正 7年 (1579)に直家は毛利氏との同盟関係を絶ったため、両軍

の間で美作諸域の争奪戦が激しく行われ始めたのである。

11紫秀昔の斡旋で織田信長へ帰属した直家は、秀吉の最前線として毛利の軍勢と対立するわけで、天正 8年～

9年にかけて美作、備前の各地で戦いが行われた。備前周匝茶臼山城はまさにこのような時期に落城した城なの

である。

り1用 、参考文献

国塩輝昭 「古井町」『岡山縣大百科事典』下巻 山陽新聞社 昭和55年
奈良国立文化財研究所編「平城宮本簡=解説」 奈良国立文化財研究所 昭和44年
L7Li川忠男 「吉井川中流域J『岡山県史第1巻』 岡山県 1召和58年
永1爛卵三郎編著  『岡山県i重史』 岡山県通史刊行会 昭和37年復刻
谷口澄夫  『lltl山県の歴史』 山川出版社 IIg和 45年
水野恭一郎 「南北朝の動舌L」 『岡山県史第4巻』 岡山県 平成2年
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憮

姉 勝滋Zヽ 理`
第 1図 周匝茶臼山城址及び周辺地形図

1、

2、

3、

4、

5、

(s=1/50,000)

周匝茶臼山城 6、

大仙山城   7、
頓の山城   8、
先谷城    9、
黒沢山城   10、

山鳥城  11、 北山方城

山上城  12、 稲蒔城

井内城  13、 塩木城

鷲山城

茶自山城
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周匝茶臼山城

第2図 周匝茶臼山城周‐辺地形測量図 (S=1/5,000
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和気郡佐伯町奥塩田
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赤磐郡吉井町稲蒔

笹部勘二郎の居城

室町期の出城か

森蠅可の居城

明石飛騨が在城

平賀義種の居城

詳細不明

下山氏吉が築城

星賀光重の居城

橋本与三兵衛の居城

詳細不明
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第 2章 周匝茶臼山城の概観

鰊 熙礫 鶉餘辣儡疱鰈蝙鋏魏

1.位  置

周匝茶自由城は岡山県赤磐郡吉井町周匝の北西背後にある標高約170mの茶臼山尾根上に所在する。 (第 1図 )

城は美作国西部から備前国東部を流れる吉井川とその支流である吉野川との合流地点の右岸に形成された周匝の

平野を南に、北には飯岡のガヽ平野を見下ろし、さらに吉井川、吉野川の上流域を見通す位置にあり、 しかも、こ

の地は美作国と備前国を結ぶ交通の要路であり、国境の要所であるため、戦略的にも極めて重要な場所に築城さ

れていたといえる。

周匝茶臼山城周辺の城としては、北方の対岸に鷲山城、南東の対岸に茶臼山城、南に稲蒔城、西に頓の山城、

山鳥城、黒沢山城、先谷城などが存在するが (第 1図 )、 近隣の諸城との関係は明らかではない。 しかし、黒沢

山城は宇喜多方の重臣である明石飛弾の城であるため、周匝茶臼山城とは対立関係にあったと思われる。

2.沿 革

城の築城時期は不明であるが、『備前軍記』によれば赤坂郡の周匝村城には笹部勘次郎の名がみえ、『岡山県通

史』では佐々部勘斎または笹部勘次郎とあり、天文2年居城、天正 7年に没すとみえる。浦上宗景が天文 2年に

天神山に城を構えた後に備前東部や美作の二郡の有力名主層はみな宗景に属したとされ、笹部も浦上方の旗本の

城とみえることから、周匝の小平野を拠点にしていた笹部は天文 2年以前からの備前北東部の有力名主であり、

すでに周匝茶自山城を構えていたと思われるが、いずれにしても宗景の戦国大名への成長期に居城していたこと

はほぼ間違いないことと思われる。

戦国大名となった宗景の家臣としての笹部は、吉井川と吉野川の合流するこの要衝の地で、主家である浦上宗

景の天神山城を北方からの侵攻に対する最後の防禦拠点となっていたものと推察される。すなわち、天文元年

(1532)頃から出雲の尼子氏が美作への侵攻を始めたが、特に天文13年 (1544)と 同22年に美作西部への大侵攻

を行うが、浦上方の阻止によって、容易に古井川水系を南下できなかったという事実は、史料には現れてないが、

周匝茶臼山城が地理的に備前北東部の防禦地点として重要な役割を果たしていた結果とも考えられるのである。

しかし、天正 5年 (1577)に 宇喜多直家の下剋上によって浦上宗景は滅亡させられたが、備前北部や美作で、

かつて宗景に属していた有力名主層や国人達の大部分は三星城 (美作町)主の後藤勝元を盟主にして字喜多氏に

反旗を翻し、笹部勘二郎も同一行動をとった。しかし、直家は毛利勢とのガヽ競り合いが絶えないため、直家に服

さない部将達を攻める暇がなかったのであるが、天正 7年 (1579)2月 に至って、直家は美作国を平定するその

手始めとして、家臣の花房助兵衛職之、延原弾正らに落城した天神山城の浪人達を集めて籠城していた笹部勘二

郎の周匝茶臼山城を落城させたのである。この戦いの結果、笹部勘二郎と息子は討死して落城し、廃城となった

のである。

このような経緯からみて、周匝茶臼山城の存在意義のあった時期は笹部勘二郎一代に限定され、現存する城郭

遺構も出富徳尚氏が指摘したように、天文年間に尼子方が侵攻してきた時期に浦上方の部将として北方の防禦を

担っていた時期と浦上氏滅亡後に宇喜多氏との交戦によって落城した時期の 2時期の遺構が存在することが考え

られるのである。

3.縄 張 り

城郭の形態は連郭式と呼ばれるものであり、2つ の尾根上に総延長約800mにわたって、土壇築成と削り出し
●
〓
●
■
■
■
■
●
午
ｍ
藤
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によって城郭施設が構築されていたようであるが、現在では上部構築物を除く城郭施設が比較的に良好な状態で

遺存している。
it 4

周匝茶自lll城の縄張りについては、荒木誠一
‐
7‐の『改修赤磐郡誌』において、初めて概要が明らかにされ、そ

の後、出宮徳尚氏によって詳細で正確な縄張りが報告されていたlそれ以後、筆者らによる踏査下保す田修三氏に

よる縄張り調査が実施されている。将来、さらに加筆、訂正されるものと思われるが、現在、踏査で確認 して
い

る調査結果をもとに、縄張りの概要について記 してみたい。 (第 3図 )

本九は茶自JI山頂から東に延びる尾根先端頂部に構えている。本九は長径60m、 短径40mの不整楕円形を呈 し

ている。頂部は平坦にEll平 し、縁辺部を達成 して城郭施設を構えていたものと思われる。この本丸の東下には腰

曲輸を構え、北から西側斜
~Friは

急崚にしている。本九の南下に延びる尾根には、土塁で囲まれた二段構えの方形

の出曲輸 (上段は長さ16m、 幅 9m、 下段は長さ18m、 幅15m)を設け、南西側面には直径 5mの大井戸のある

小郭がある。また、出曲輸の北東斜面にも岩盤を割り抜いた直径 3mの井戸がある。そこから下には竪堀が放身寸

状にみられる。本丸南西の鞍部では幅7.7m、 深さ2.4mと 幅2.5m、 深さ0.8mの 2本の堀切と大井戸の西償1に幅

5m、 深さ1.5mの竪堀を備えている。

本丸から約100mの画続 きの山頂には小曲輪を連郭に構えた二の九が設けられている。二の九は長さ20m、 幅

10mの二段構えの郭を中心 として、本丸との鞍部側に 4つ の曲輸と西に 1つ の曲輪、さらに南 と北側には幅

4.5m、 長さ約50mの帯曲輪を設けている。二の丸西端、山頂佃1の鞍部には幅3.5m、 深さ2mの堀切がある。 さ

じに、山頂へ続く尾根には池田家の墓所である通称「空の塚」がある。ここは現況では城郭施設が認められない

が、あるいは城郭を利用 して墓所が造成された可能性もある。

二の九の北西、111頂から北の吉井川に向けて延びる尾根上にも城郭施設が構えられている。まず、山頂から北

に折れたすぐの所に長さ40m、 幅15mの 出曲輪がある。さらに北に下れば 3つ の小曲輪と三本の堀切、そして幅

14m、 深さ4.7mの大規模な堀切と若干小さな 4本の堀切を並べた堀切群をもつ城郭施設がある。ここからゴヒ東

に下る西側の谷には幅2.2m、 深さlmの竪堀、尾根先端には長さ15m、 幅 6mの 出曲輪 と幅4.5m、 深さ1.5m

の竪堀が構えられている。

堀切群を並べた城郭施設の鞍部を隔てた別峰頂部には大規模な城郭施設が構えられている。『改修赤磐郡誌』

によれば、三の丸ではあるが、字名が異なるため「大仙山城」という別名称を与え、 F日 本城郭大系』第13巻で

は、茶臼山城の出城として扱われているものである。

鞍部から頂部の主郭までには竪堀、大規模な堀切、上塁が存在する。頂部は平坦に削平 して、この中に長 さ

21m、 幅18mと 長さ35m、 幅31mの規模をもつ二段の方形土壇をつくっている。この主郭を囲むように腰曲輪 を

配置し、南端には直径 6mの井戸と池がみられる。東に下ると土塁に囲まれた 2段の出曲輪がある。いずれにも

池がある。主郭の北には土塁で囲まれた池 (3× 5m)を もつ曲輪がある。さらに下ると2本の堀切 と3本の大
規模な竪堀がみとめられる。主郭への虎日は西側にあり、この主郭西斜面には20本の竪堀群がある。土塁は吉井

川に面する東斜面の一部を除く全てに廻らしている。

さらに、本丸の東山麓には、背後に堀切を施した直径23m、 短径20mの大鼓丸と称する曲輪と 1つ の帯曲輪 と

3つ の腰曲輪がみられる。

この城の大手は本丸東側から腰曲輪を通り、そして出曲輪を経て、そこからLLl腹を下って東山麓の大鼓丸に通

じる現存の山道がその道筋と考えられている。したがって、錫,手筋は山頂側になると考えられる。また、水手は

本九には無いが、本丸南下の出曲輪の両側に丼戸が、大仙山城内に丼戸、池泉が7ヶ所確認されている。

このように、周匝茶臼山城の縄張り全体構成は茶自由山頂を中心にしてt北 と東に延びる尾根上に城郭施設を
構えており、本丸は尾根先端の頂部に構え、他の尾根頂部に二の九、出城と考えられる大仙山城を配置する城郭

-6-



第 2章 周匝茶臼山城の概観

構成となっている。

誼

誰 1 土肥経平編著 「備前軍記」『吉備群書集成』第3巻所収 歴史図書社 昭和45年復刻。
柴田一編著  「新釈 備前軍記」 山陽新聞社 昭和61年

註2 永山卯三郎編著 「岡山県通史」 岡山県通史刊行会 昭和37年復刻

誰3 出宮徳尚 「茶臼山城」『日本城郭大系』第13巻所1又 新入物往来社 昭和55年

誰4 荒木誠一著 「改修赤磐郡誌」 岡山県赤磐郡教育会 昭和15年

註5 誰3に同じ
註6 筆者ら

'ま

周匝茶臼山城本丸の発掘調査に関連して、縄張りの踏査を実施した。

議7 村田修三 「吉井町周辺の中世城郭」一大仙山、茶自由を中心に一  『大仙山城址調査報告会』平成元年 5月 13日発表資料によ
る。

誰 8 註 4に同じ

護 9 註 3に同じ

周匝茶臼山城

Ｎ晰

粉

第 3図 周匝茶日山城址、大仙山城址の郭配置概略図 (S豊 1/5000)
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魃 3章 絣骰瘍隕鼈

第 1節 発掘調査の経過

周麟茶F]山城は第1華において述べたように、天正 7年 (1579年)に宇喜多直家によって攻略された後も、こ

の地が要衝であるため、江戸時代には岡山藩主として入城した池田氏の一族である池田伊賀守に陣屋を構えさせ、

大平洋戦争時においては、本九に敵機監視所が設置された場所でもあった。その後は城山公園として町民に親 し

まれ、今日に至るのである。

この城は1公 lalの中心である本丸址に、古井町は「歴史とロマンの里づくり事業」の一環として、展望台 (ミ ニ

山城)等の建設を企iniし た。そして、古井ll「は吉甲第2221号、H召和59年 12月 8日付で文化財保護法第57条の 3に

もとづく「埋蔵文化lllに関する協議について (通知)」 を文化庁長官に提出した。

本九虫[はすでに大平洋戦争時、テレビ中継塔、休憩所建設等の工事で削平を受けているため、遺構はほとんど

消滅しているものと考えられていた。したがって、工事にあたっては、町教育委員会職員立会のうえで実施する

旨の行政指導が行われた。このような協議の結果をふまえて、展望台基礎工事部分の表土排除と掘削を実施した

ところ、柱穴、溝が発見されたため全面発掘調査が必要となり、昭和60年 2月 7日 から岡山県古代吉備文化財セ

ンターの調査指導を受けて蒲手した9

調査は展望台建設予定地から開始し (第 4図 )、 その後民家移築予定地を実施した。また、これらの構造物以

外にも各種の掘削が付帯工事として実施されることが判明したため、最終的には本丸址全体を発掘調査すること

で町役場、町教育委員会、県文化課の三者で確認したが、発掘調査が排土問題や工事日程、調査担当職員の調査

日程等の関係で、分断した調査にならざるをえなくなったため、盛上部分や直接工事に関係ない縁辺部について

は調査を実施しなかったのである。

展望台建設予定地 (第 1次)の調査では柱穴、溝等を調査して終了したが、民家移築予定地の調査を実施した

ところ (第 2、 3次 )、 長径約 9m、 短径約7m、 深さ約4.5mを測る大形竪穴遺構 (第27図 )が検出された。戦
国時代の城郭において、このような遺構発見例がないため、極めて重要な遺構と判断した町教育委員会は町役場

に対して現状保存を要望するとともに、県文化課と具体的な保存対策を検討した。不確定要素がある場合は無理

して復原する必要はないのではないかという意見もあったが、町役場、町教育委員会では検出された遺構が極め

て良好であり、推定復原が可能であると判断し、本事業の建築設計担当である金光秀泰氏に調査担当者の意見を

参考にして、推定復原の設計図作成を依頼したのである。 (復原についての詳細は第 5章を参11さ れたい。)

さらに、壁面が霧出しているため、崩壊の可能性について、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター遺物処

理研究室秋山隆保氏、株式会社近畿ウレタンエ事代表取締役林政行氏に多大な教示を得た。特に林氏には多忙の
とこぅ、現地で今後の保存について検討していただいた結果、現状のままでも当分の間は崩壊の可能性はないと
の見通しが得られたため、今回は壁面の化学的処理を実施せずに復原工事することを決定し、昭和61年度事業と
して復原工事を実施した。

このように、発掘調査で極めて重要な遺構を検出したため、部分的で 1ま あるが保存され、そして、復原 して一

般公開 し、現在では城山公園として町民に親しまれているのが今日の姿である。

二 8二



第 3章 調査の経違

第 2節 園 誌 抄

1985年 2月 7日

2月 12日

3月 2日

4月 6日

6月 3日

7月 11日

9月 3日

9月 6日

9月 9日

9月 30日

周匝茶自由城址の第 1次調査の開始

第 2次調査の開始

第 3次調査の開始

第 3次調査の終了

第 4次調査

展望台のツト水溝部分の調査

器材の搬入

株式会社近畿ウレタンエ事代表取締役林政行氏の来跡。大形竪穴遣構の壁面保存について

協議

第 5次～10次調査の開始

発掘調査の終了

第 4図 発掘調査着手順位図 (S=1/400)
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〃

ト

ア

「
、
、

´
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鰊 燿礫 珈鉤鰊勒蜀

第 1節 遺構、遣物
今回の発掘調査は、備前周匝茶臼山城の本九と考えられる地点を実施した。この地点は表土層を除去するとほ

とんどが黄褐色の地山上になるが、縁辺部は各地点で土層断面観察の結果、第 7図にみられるような盛土による

造成がなされていた。第10次調査区 (第 4図)では造成上層内から、瓦質の描鉢、銭貨 (政和通費)(第 5図 )

が出土している.

調査は数次にわたって分害1実施したため、柱穴等は多数検出されたにもかかわらず、掘立柱建物としてまとめ

ることができなかったが、溝、土壌、埋甕、大形竪穴遺構を検出することができた。以下、順次概要について記

す。

SD-01

本丸力Lの南東部で検出された「く」の字を呈する溝である。約10m程は幅約48～ 60cm、 深さ約78cm、 断面はU

字状を呈し、北東から南西に向けて走行した後、南に屈曲する。幅も最大約155cm、 深さ117cmを 測り、断面はV

字状を呈して南東斜面に達するものと考えられる。溝には大量の炭、焼土、土器、瓦などを含む茶褐色土で埋

まっていたことから、城が火災によって焼失したあと埋没したことを推察させる。

主な出土遺物としては、土師質土器 (2～ 5)、 青磁 (6)、 刀子 (11)、 平瓦 (7～ 10)が溝の上層付近か

ら出上 した。特に平瓦は図示 した以夕れこもコンテナ箱に 3箱程出土しているが、いずれも二次的な加熱痕がみら

れることから、火災による廃棄と考えられる。

SD-02

調査区の南西部で検出された溝状の遺構である。遺構は長さ8。 9m、 幅約 1。 lm、 深さ0.6mを 測る。断面はV

字状に近いが、南側がやや急傾斜である。出土遺物は無いが、炭を含む黄茶褐色土で埋まっていた。本遺構は柱

穴の一部をカットしている状況も認められるため、築城当初の遺構ではない。溝としての機能よりも、空堀的な

機能を推察させる遺構である。

輻
Bl

0                  1o cm

第 5図 旧表土層出土遣物 (S■ 1/4) 攪乱層出土銭貨 (S■ 1/の

(政和通賞)
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第 4章 調査の概要

１
一

く

図

ｒ一一い　　獅

m

(S‐ 1/300)

m

1、 灰色  3、 黄褐色 5、 黄褐色
2、 黄褐色 4、 灰色

第 7図 西端部上層断面図 (S‐ 1/40)
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第10図  SD-01出土遣物 (s=1/4)
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第 9図  SD-01出 土遺物 (S=1/3)
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第 3図 SD-01
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第 4章 調査の概要

――         一  -20cm

中
m

第12図  SD-02平、断面図 (S=1/8①

第11図  SD-01出 土遣物 (S=1/4)
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SK-01

調査区の北端部近 くで検出された埋甕土壌である。土壊は柱穴によって一部欠損 しているが、最大径104cm、

深 さ64伽 を濃|り 、ほぼF]形のプランを里する。上壌掘り方はほぼ垂直に掘り込まれているが、フラスコ状を呈す

る割://iも ある。大甕は掘り方底面から約 1()帥程埋め戻した上に置いた後、周囲に土を入れて土墳内での大甕の安

定 と強度を保っていたのである。 (第 13図 )、 出土逮物は備前焼の大斐 (11)の みである。この大甕の胴上部には

2ヶ 所はヘラ記・なカイ慇められた。 (第 14、 15図 )

SK-02

調査区の北端部で検出された上壌である。i量構の切り合いが多いため、土疲の保存状態は悪いが、規模は長径

342側 、短径272cm、 深さ40卿 を濃Jる長方形のプランを呈する土壌である。出土遺物としては、備前焼の壼 (12～

15)が‖1[11し ている。

SK-03

疑方形のプランを里する土機である。規模は長径135cm、 短径70cm、 深さ30cmを 測る。床面はほぼ水平である

が、片側に小ll板痕跡と考えられる溝を持つ。出土遺物が無いため、時期は不明であるが、弥生時代の土墳墓の

可能性を持つ避構である。

SK-04

欄斎区のほぼ中央部で

検出された土機で、長径

260帥 、短径195蜘、深さ

25側 を測る長方形のプラ

ンを里するものである。

土撥内より644個 の川

原石が出上した。その内

訳は、 1～ 59の ものが

192f「 l、 6～ 109が253個、

11～ 159が 89個、16～

209が48側、217259カ
`

26個、26-309が 16個、

31-359が 6個、36～

409カ16個、41～ 459カ゛

4個、51～ 559が 2個、

66～ 709カ 2ゞ個 となって

おり、圧倒的に209ま で

のものが多いため、投石

用の武器の可能性も考え

られる遺物である。

目

fl

第13図 SK-01平、.断面図 (S=1/20)
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第 4章 調査の概要

第14図  SK-01出 土遺物 (S=1/6)

第15図 ヘラ記号拓本 (S■ 1/4)
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蹴 嵐 ‰ 15

9  1          ,Cm

第16図 SK-02平、断面図 (S‐■1/40)と 出土遺物 (s=1/3、 1/4)
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SK―‐05

この土渡は長径90cm、 短径80cm、

深さ66cmを 測り、長方形プランを

呈する。床面は水平である。出土

遺物が無いため、時期は不明であ

る。

SK-06

調査区の西側、 SD-02の 北で

検出された土渡である。規模は長

径380cm、 短径140cm、 深さ40cmを

測り、長方形プランを呈する。床

面はほぼ水平である。出土遺物と

しては、備前焼の甕 (16)、 盤

(17)、 染付の碗 (18)がある。

SK一‐07

調査区の東端付近で検出された

土壌である。規模は長径 540cnl、

短径 160cnl、 深さ50cmを測 り、長

方形プランを呈する。床面は水平

ではない。出土遺物としては、永

0      輔
瘍

第17図  SK-03平 、断面図
(S=1/40)

0                      1m

第19図  SK‐05平、断面
図 (S=1/40)

第 4章 調査の概要

=夢戸-30cm

9    im ::量
彙色

3、 茶褐色

第18図  SK-04平 、断面図
(S=1/80)

鉤 ゾ 由 m

第20図  SK…06平、断面図
(S=1/80)

楽通費などの銭貨 (B2～ 4)3枚 と土師質土器 (19～ 24)、 青磁の碗
(25)、 自磁の皿 (26)そ して用途不明の青鋼製品 (B5)がある。

大形堅穴遺構

この遺構は調査区の北端部に位置し、その規模は長径約 9m、 短径約 7mの楕

円形を呈し、深さは検出面から約4.5mを測る。遺構は2段になっており、1段

目のテラスは検出面から1.5m下にあり、約 4m2の広さをもつ。このテラスから

さらに約 3mの深さの所に、

長径約4.8m、 短径約2.8m

の長方形プランをもつ平坦

面がある。この底面は厚さ

約25cm程の地山土 (第27図

23層)で整地した後、灰青

色の粘土 (第27図第22層 )

で湿気止めを兼ねた整地が

行われていた。この層は柱

穴 2本が検出されたことや

0           5cm

-

第21図  SK-06出 土遺物 (S‐ 1/3)
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鱗鑢面に輸聯翻厚命炭鐵が広範囲に螺められることから、当時の生活面と

数力機もとができ機ゎ

柱六檄り方i議 ぐ― iが55…脚鰤、C-2が 50～65鰤 を測り、柱痕跡はC

‐‐1が釘稚約13蜘、C‐-2で は柱痕の一部 (材鷲 モロマツ)を認めるこ

とが守ふたが、蘭徹酌2聯戯m機のものと思われる.

↓勢謳鸞 :よ土矮鈎購協1観察の結呆、何らかの理由で廃簗された後に落城

織胸麟鞠で埋まっ′1と 推露りすること/Jiで きる。すなわち、当時の生活面と

餞《計鸞鋏ダ);:111する脱騨や灰騨との間には1-2m厚 の無遣物層 (第27図

鶴露1鐵 )力1麟赫為れズ書か場である.

ま|IJthttα》九郎分 iよ |=場 命レンズ状に堆積している炭、灰用で出土した

がを推22覇 優躙 地場_1lllli11認められる炭lli/Fに おいて、備前焼の大甕 (134、

:おル,が斜|■1し でいることからてみて、遺物は無逮物屈を狭んで大きく2

輔ll九別が薔∫
・
能である.

本鸞機の_ll騨 では、炭、灰、焼土等とともに、土製品、石製品、陶器

(欲麟騰、常識焼、議戸、美濃系製品)、 瓦質土器、陶磁器、土師質土器、

鏡曖機、鋼鶴品が出上している。

11難品はitttα,みである。(C-1、 2)、 C-1は備前焼で完形品であ
る.Ij製品は硯と砥石がある。硯 (Sl,は 長方ftiであり、側面が垂直に

とら、liが 勢、製詢iは平lllで ある。硯頭部の縁帯幅は広い。陶器では備前焼

が鰈 ,多餓に織1土 したが、器種としては饗 (91、 93～ 97、 123、 125～ 135)

蠍 198、 116… 122、 134)、 花生 (102)、 徳利 (103～ 106)、 経 (107、 111)、

聰 (11巾 )、 晨人 (112)、 碗 (113)、 摺鉢 (137～ 160)、 湯冷まし (161)が

写二 IIIIIタ
19

1'1■・::

20

―――-500m

一一

1、

2、

3、

4、

5、

6、

黒褐色

暗赤褐色

黒褐色

黒褐色

暗灰黄色

暗茶褐色

(S=1/80)第22図 SK-07平 、断面図

B3 B4

SK-07出 土銭貨 (S■ 1/幼
(永楽通賓、朝鮮通賞、不明)

lt

一
卜

．
　

　

２２

第24図  SK珈07出土遺物 (S=1/2、 1/3)
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第25図 第2次調査区遭構全体図 (S二 1/12の

-19-



１

¨

ある。

91は大饗であるが、頸部近くに「三入」のヘラ文字が刻まれており、甕の大きさからみて、三石入を示 したも

のと思われる。97は「吉Jのヘラ文字である。92は壺であるが、胴部にヘラ状工具で見事な木の葉模様が描かれ

ている。161は湯冷ましである。底面には窯印が認められた。

常滑焼は壺 (136)の みである。瀬戸、美濃系のものとしては、天目茶碗 (216、 217)、 鉄釉の小瓶 (214)が

ある。瓦質土器はこね鉢 (100)、 鍋 (101)、 番炉 (114、 115)力 'ある。陶磁器
は染付、自磁、青磁がある。染付

はいずれもllA代 のものである。器種は皿 (162～ 164、 174、 176、 179、 180、 187)、 碗 (165～ 173、 175、 177、

178、 181～ 183、 185～ 187)、 小杯 (184、 194)がある。白磁は皿 (190、 191、 195～ 208)、 小杯 (192、 193)が

ある。青確は綾花皿 (189)、 碗 (209～ 211、 215,がある。なお、215は李朝の青磁碗である。

日常雑器である土師質土器は本遺構では備前焼と同じく多量に出土 したが、報文作成にあたっては、日径、器

高、底後の明らかなものについてのみ実測し、記載している。

上師質土器はすべて皿である。全体的にみれば、日径に比例して器高も高 くなるが、その最大高は 3 cmで あっ

た。皿の用途は遺物観察の結果、食膳具として使用したものと、灯火用として使用したものに分類できた。本遺

構では644El体のうち 9個体 (全体の14%)の内外面にタールが付着しており、灯明皿として使用されていたこと

◎

∞◎

◎

◎

〇

O⑬

疵饂
９

も
◎

Q

○

◎

θ
◎

第26図 大形竪穴遺構周‐理通構配置図 (S=1/10o

田

◎  ◎
大形竪穴遺構
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第 4章 調査の概要

が確認で きた。

土師質土器は法量分布グラフ (第53図)を みると8プロックに法量の集中する個所が認められた。口径でみる

と、 Iは 4.2cm、 Ⅱは6～ 7.4cm、 Ⅲは7.5～ 9.6cm、 IVは 10～ 12cm、 Vは 12.6～ 13.7cm、 Ⅵは14.5cm、 Ⅶは16～

16.4cm、 Ⅷは17.8cmと なり、 1寸 5分～ 6寸までの規格品を生産しているが、特に2寸～ 4寸 5分の規格品が多

いようである。

土師質土器は器形細部に若干の個体差が認められるが、基本的には器形の大小にかかわらず、平坦な底部から

口縁部を斜め上方に立ち上らせるものであり、日径が 4寸～5寸のものに口縁端部が外反するものがみられた。

(63、 66～ 68、 70、 71、 85、 90)

このように、同一時期の土師質土器は器形に若干の変化はみられるものの、底部切り離 しに生産技術上の差異

が顕著に認められたため、本報告は底部切り離し技法から分類を試みた。

土師質土器は底部切 り離 し技法からみて、ほとんどが回転台を利用 して製作されており、その底部切 り離 し技

法から、 A～ E類に分類が可能であった。

A類 (27～ 49)

回転台を使用した糸切り技法である。口径は6.0～ 12.Ocmに 分布するが、6.0～ 6.5cm、 8.8～ 9.6cm、 10.6～

11.Ocmの 3グループが認められるが、とりわけ8.8～ 9.6cmに ピークがある。

第27図 大形竪穴通構 平、断面図 (S=1/120)
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崎

第28図 大形竪穴機構出土鸞物 (S=10

0           5cm

第29図 大形竪穴遭構出土遭物 (S=1/2)

B類 (50)

糸切り後、板状工具によって擦痕をつけたもの。

C類 修1～73)

ヘラ切 り後に板目痕跡をつけるもの。口径が4.2～ 17.8cmと 分散

しているが、6.6～ 7.6cm、 8.1～ 8.8cm、 12.6～ 13.6cmの 3グループ

カ
'認
められるが、12.6～ 13.6cmに ピークがある。

D類 (74～ 88)

ヘラ切 り技法だけのものである。口径は6.2～ 14.5cmに分布する

が、6.8～ 8.4mと 12.6-13,7clnの 2グループがあるが、日径の大き

い方にピークがある。

E類 (89、 90)

ヘラ切 り後、指頭圧痕で調整するもの (89)と ヘラ切 り後、指ナ

デして消しているもの (90)がある。

鉄製品は鉄鏃 (12～ 6)、 刀子 (17～ 13)、 小札 (114～ 19)、

釘 (133～ 141)、 楔 (142)、 かすがい (1143)、 火箸 (1144～

146)、 そして用途不明 (120～ 32)の ものがある。

特に火箸はこの時期のものとしては、県内で最初の出土例である。

鋼製品は鍔 (B6)、 舞 (B8)、 碗 (B ll)、 銭貨 (B12～ 46)、 用

途不明品 (B7、 9、 10)がある。銭貨は縄紐状のものが認められ

たため、さし銭の状態で廃t―・されたものと思われる。銭種は33種類

確認できたが、これ以外に不明銭がある。最も古いものは卓L元通費

で、最も新しいものは宣徳通賞である。最多枚数の銭貨は永楽通賓

で31枚、次に皇宋通賓が21枚、元豊通賓が20枚であり、合計168枚

出上した。B9は飾り金具の可能性をもつものである。

隋
‐

颯
Ｃ２ C麟

S4

柱穴内出土遣物

柱穴内からは土師質土器、

陶磁器 (染付、白磁 )、 備

前焼 (甕、招鉢、徳利)、

石製品 (臼、磨石)、 銭貨

等が出土している。

ここでは実測可能なもの

について図示 している。

(第 52図 )218、 222は備前

焼、 219、 220は 染付、221

は白磁である。 S6は 自破

片である。 B47、 48は銭貨

である。

S2

0          5cm

第30図 大形竪穴遺構出土逮物 (S=1/3)
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第 4章 調査の概要
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第31図 大形竪穴遭構出土遣物 (S=1/0
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第32図 大形竪穴遺構出土遭物 (S‐ 1/3)
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第 4章 調査の概要
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第33図 大形竪穴遺構出土遣物 (S=1/3)
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第 4章 調査の概要
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0                   10 cm

第36図 大形竪穴遭構出土遣物 (S=1/3)
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第37図  大形竪穴遣構出土遣物 (S=1/3)
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第 4章 調査の概要
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0                    10cm

大形竪穴遺構出土遺物 (S‐ 1/3)
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第39図 大形竪穴遣構出土適物 (S=1/3、 1/→

-30-



第 4章 調査の概要

129

133

第40図 大形竪穴遭構出土遺物 (S=1/→
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第41図 大形竪穴遺構出土選物 (S=1/4)
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第 4章 調査の概要
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第42図 大形竪穴遺構出土遺物 (S=1/→

-33-



ル
４
１
．１
１
１
１
１

,  ~~`~Ⅲ `「~・‐_. Ⅲ́
=■
||:||ヽ :=:

11・ ｀` し′;i′

ｒ一一一̈
一‘̈
押

．̈一一

一・一・一一一軌

一・一」

0                10cm

第43図 大形竪穴遭構出土遺物 (S=1/0

-34-



第 4章 調査の概要
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表― 大形竪穴逮構内出土銭貨一覧表

柱穴内出土遭物
(S=1/3、 1/4、 銭貨S■ 1/2)

遣物
番 ■ ・ 銭  名 枚数 初 鋳 年 物

号
選
番 銭  名 枚数 初 鋳 年 馨警 銭  名 枚数 初 鋳 年

B12 卓L元重賞 1 621年 (唐 ) B24 景祐元賞 1 1034年 (北宋) B36 聖宋元賓 1101年 (北宋)
B13 開元通賓 966年 (南唐) B25 皇宋通費 1039年 (北宋) B37 大観通賓 1107年 (北宋)
B14 宋通元賞 1 968年 (北宋) B26 至和元賞 1 1054年 (北宋) B38 政和通賣 1111年 (北宋 )
B15 太平通賞 977年 (北宋) B27・ 28 嘉祐元賓 1057年 (北宋) B39 宣和通賣 1119年 (北宋)
B16 至道元賣 995年 (北宋) B29 治平通貨 1064年 (北宋) B40 大定通費 1 1178年 (北宋)
B17 成平元賓 999年 (北宋) B30 治平元賣 1064年 (北宋) B41 紹熙元賓 1 1190年 (北宋)
B18 祥符元賓 1002年 (北宋) B31 熙寧元質 1068年 (北宋) B42 嘉泰通費 1 1201年 (北宋)
B19 景徳元質 10o5年 (北宋) B32 元豊通賞 1078年 (北宋) B43 嘉定通貨 1208年 (北宋)
B20 祥符元賣 1008年 (北宋) B33 元祐通費 1093年 (北宋) B44 至元通費 1 1285年 (斉 )

B21 天藤通費 1018年 (北宋) B34 紹聖元贅 1094年 (北未) B45 永楽通賞 1368年 (明 )
B22,23 天聖元質 1023年 (北宋) B35 元符通賞 1098年 (北宋) B46 宣徳通費 1 1433年 (明 )

字 不 明

-42-



第 4章 調査の概要

器

高

3

2

1

1.大形竪穴適構出上の法量分布

4   5   6   7   8   9   10   11   12   13   :4   15   16   17   18

口 径 (単位cm)

2.底部切り離し技法の分類による法量分布

器
　
高
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θ「
0.θ
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口 径 (単位銀)

③ ♂
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0°

器
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D類

:(こ )・

・

θ

口 径 (単位cm)

第53図 土師質土器法量分布図
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導
|

表…2 土 器 観 察 表

番摯 種 器種
法 量 (clB)

特 微 備 考 番号 種 器種
法 量 (m)

特 微 備 考

口径 底征 器高 口径 lit径 器高

瓦 質 鶴鉢 25,7 1/・l面に l lll位 7本の条線 上師質土器 底部はヘラ切り後の板日掟あり

上師質上冊 ′ヽ ラtJJり 後の4F4日 Jllあ り

ヘラ切 り痕あり

磁 碗 ヘラ先:〔よる簡略fヒ孝れた運デF文 磁

rL 平瓦 IIq面 は布Π

響繊服[[そ繊薦

陶 器 養 ヘラヨ
=サ
あり 備 il焼

壺 癖繊I需 [iモ縫露

3

皐:謳に5条の波脱文と4条 JI沈線がめぐる

外耳あり

甕 ヘラ:己サあり ヘラ切 り痰あり

盤

磁 器 碗 響駐警児」よ管擬“
Jの
“'‐
錦紋

染

土師質土器 llll 底部には、糸切り後の板嬌痕あり

ヘラLJJり 痕あり

糸切 り痕あり

ヘラ切 り痰あり

鼎繊Ⅲ[こ■継露驚

糸切り痕あり 内面にススあ り 内面にスス付着

磁 器 碗 r.ラ先l:よ る簡略化された落fl・文 磁 鼎織肥ぜ
`モ

義鯖菫

磁

土師質上器 底部に糸切り痕あり 内外面に付着物あり

孵笛樹暫

`モ

義;1激

底部に糸切り痰あり

嵐部はヘラ切り後、指頭圧慎あり

底部はヘラ切り後、ナデ消している

陶 発 「
=入
り」の文字あり 備 it 焼

壼 辮F:総 R踪マ1響 :111酵騨itW:臀

饗 胴上部にヘラ記号あり

ヘラ記号あり

島孟な甘誓凛獅

ヘラ文字あり

晟孟省せ挙櫻掲

徳利

瓦質 内外面とも黒色

島流な甘奪撫霜 鍋

陶 器 イじ生 備 前 焼
陶 器 徳利

晟孟菅せ警薇露 蓋

″(費留l警極装鱗
:#)

徳利

底部にはヘラ切り後の板目痕あり

盤

蓋

茶入

碗

瓦 質 香炉

12,0

陶 器 彊 備 1,焼

-44-



第 4章 調査の概要

番号 種 器種
法 量 (cm)

徴特 備 考 番 号 種 器種
法 量 (cm)

特 徴 備 孝
口径 底径 器高 口径 底径 器高

FLJ 器 備 前 焼 磁   器 碗 染   付

118 皿 表文様は蕉案文、碁笥底皿になる

碗

llu

甕 碗

四耳付

甕 双耳付

小杯

碗

6

皿 見込み部分に王取獅子の文様

189 競織を頼紀潔響増響管ヽ 背 磁

白 磁

小杯

十空 常 滑 焼 内面に一条の染付けあり 染 付

描鉢 内面に1単位8本の条線が2単位あり 備 li・ UL 皿 磁

内面に1単位10本の条線

内面に 1単位 6本の条線

内面に 1単位 8本の条線

202

11.1

内面に 1単位10本以上の条線 205 焼成が良くなし

9興議』̀
‖
:孟133本 206

喫願振】‖:格島Iσ ' 207

窯謝娠lI‖静ふ奪
ク)

6 碗 背 磁

内面に 1単位 8本の条線 両面に加熱をうけた痕跡あり

窯服景あ景格島1の rtJ 器 皿 瀬戸.美7in系

155 12.5 駒環議身:廿軍ル島島
不

(ほ ぼ完形 )

禦職娠)‖維P,Iの 小瓶 鉄釉 瀬戸.美濃系

潔職振λ‖|サ聟Tの 磁 器 碗 謝宅悔|=111また堀響撃|:11鷲 IC 背磁 (李朝 )

輿瀬撃l‖彬よTの 陶 器 天目茶碗 瀬戸.美濃系

条線が一部認めらオ■る 天目茶碗、底都は糸切 り

潔服振I‖籍lIい 描鉢 内面に1単位8本の条線が2単位あり 備 前 焼

僑在責事織尊h腎 (完形) 219 確 器 碗 染 付

磁   器 皿 染   付

皿 磁

222 陶 器 機 備 前 焼

碗

「
l禿げ

170

172

皿

■
■
■
〓
■
＝
筋
撚
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蠣

表-3 鉄製品―舅表
熾 物

警・号

til・瀬リメ粒メ(flll(筋 m)
:重 艦 (■ , 響稼 考

遺 物

番 ―写
´

言十,111最 大 値   (mm)
重 鮭 (9) 備 考

氏 中議 J票 長
一出 厚

I 1 17.1 38.rJ

“

.2 59.15 r‐ 1 69 47.0 10.0 8.0 5。 16 鉄 壼r

I 94.0 6.0 7.0 14.72
"モ

鏃 1 70 48.0 6.0 5.5 2.88

I 1(,5,0 15.5 17.0 20.86 1 71 57.0 6.5 8.5 4.44

1 95.rl 8。 () 6.5 16.54 1 72 52.0 8.0 5.5 2.93

1  5 71.0 9.() 7.0 10.01 1 73 53.0 9.5 7.0 3.74

I  G 52.0 4.fJ 4_() 2.3 1 74 51.0 9.0 8.0 5.26

I 38.4 Iお .3 5.2 4.12 tr・ 1 75 48.4 8.7 7.5 6.76

I 47.0 14,0 5_0 8.67 1 76 53.0 7.7 3.69

I 135.0 12.5 4.5 13.68 1 77 56.0 12.0 5.5 4.44

1 ltl 153.() 13.0 6.0 22.Ofi [ 78 42.5 14.0 6.0 4.82

1 11 96.5 21.7 17.64 1 79 53.5 4.0 4_0 1.90

1 12 1()5.(, 2〔

'。

(リ 4.0 21.58 I PJrl 56.0 12.0 7_0 5.88

1  1務 112.(, 16.0 3.5 21j.38 1 81 42.0 9.0 7.0 7.64

1 14 27.4 28.6 4,7 3.15 」ヽ E 82 58.6 7.2 7.0 6.22

1 15 24.(' 32.() 2.87 1 83 47.7 2.85

1 16 4(1.0 25。 (リ 1.(l-5.() 3.99 1 84 49_0 9.3 8,6 5.47

1  17 62.(〕 24.Fl 4_5 11.64 1 85 58.0 9.5 7_8 6.58

1 18 20.(j 56.0 3.5 4.56 1 86 54.0 6.0 7.0 5.51

I 111り 54.5 18.0 7.19 1 87 51.0 6.0 6.5 6.86

1 20 61.0 11.0 8.fl 11.83 イく 明 1 88 56.0 3.9 4.0 4.20

1 21 54.0 17.0 8,0 6.26 1 89 51.0 21.0 13.0 8.77

1 22 65.fj 18.0 19.0 14.82 1 90 61.2 7.2 6.7 5.20

1 23 37.0 12.0 4.rJ 4.33 1 91 43.5 10.2 9_6 7.09

1 24 46.() 14.0 5.0 5。 90 1 92 42.0 10.4 4.85

1 25 51.5 7.4 5.9 4.14 1 93 51.0 10.0 7.0 7.87

1 26 2().1 8.5 4.7 1.32 1 94 53.0 6.3 7.36

1 27 61.0 17.0 7.5 10.87 1 95 60.0 8.9 9.68
「 28 68,0 15.0 5.(1 14.14 :1 96 53.3 11.3 8_7 6.96

1 29 66.0 10.0 7.0 23.39 1 97 55.0 8.0 8.75
1 3() 66.3 60.0 52.14 1 98 60.0 6.0 6.0 6.13

1 31 83.0 59.(, 3.9-1().0 60,64 1 99 68.0 ■3.0 8_0 8.82
1 32 f● .0 6.0 11.92 1100 61.0 6.5 8.0 6.50
1 33 19,0 2.5 3.0 0.33 鉄 姿∫ 1101 59,0 8.0 7_0 6.93
1 34 26.() 4.0 3.0 1.16 1102 65.5 9.5 7.0 6.06
[ 35 19.9 5.0 1.25 1103 31.3 10.8 7_6 6.13
1 36 24.0 3.5 2.5 0,78 1104 68,8 9.5 9.7 8.56
1 37 33.0 5.5 5.5 0.71 1105 55.0 8.0 7.0 6.■ 4
1 38 29.() 5.C) 4_0 2.08 1106 68.5 6.5 9.0 7.58
1 39 35.2 8.5 7_3 2.41 工107 55.0 15.0 14_0 8.83
1 40 36.5 10.5 6_3 1.40 1108 61.2 7.7 7.2 5.96
1 41 34.0 4.0 4_5 2.03 1109 65.2 6.6 6.9 3.47
1 42 35.0 11.5 8_0 2.66 1110 66.5 13.0 8_0 6.39
1 43 35,3 5。 4 7.4 3.00 1111 71.5 12.0 11.0 8.81
1 44 34.0 4_0 5.0 1.77 1112 71.0 6.0 7.0 7.87
1 45 26.5 5.5 5.0 2.10 1113 78.0 4.0 3.5 6.79
1 46 35,0 6.0 6.0 2.88 1114 69.5 8.0 6.9 5,74
1 47 37.2 10.0 5.5 1.15 1115 64.0 6.0 5.0 7.88
1 48 32.0 6.0 4.0 3.03 1116 7.4 4.5-6.0 8.3 9.86
1 49 41.0 5.5 5.0 1.59 I:117 80.0 7.0 5.5 5_59
1 50 37.5 5,8 6_0 2,75 1118 77.0 6.0 6.0 7.31
1 51 45.5 6.0 4_5 1.20 11119 82.0 5.5 4.0 5.21
1 52 41.() 8_0 7_0 4.02 1120 62.0 8.0 8.0 8.89
1 53 39.0 7.0 8.0 3.35 121 71.0 7.0 9_0 9.36
1 54 42.0 6.0 3_60 ■122 69.0 13.0 8.5 7.26
1 55 40.9 6.8 3.23 1123 88.2 8.3 7.8 11.6■
1 56 38_3 910 9,8 4.98 1124 80.0 6.0 6,0 10_00
1 57 46.0 5.9 5.3 3_34 1125 76.0 ■0.0 6.5 9。 37
1 58 41.0 6_0 5.0 4,24 1126 95_0 13.5 9.0 8.88
1 59 38.0 5,0～ 6.5 6.6 3,84 1127 96,6 9.6 8.2 16.52
1 6() 39.0 8.5 8.2 3.78 1128 82.0 10.0 9.0 12.97
1 61 37.5 8.8 7.4 3.84 1129 85.0 12.0 8.0 11.04
■ 62 36.0 7_0 9.0 4.93 1130 81.0 6.5 7.0 8.93
:1 63 45.0 7.0 6.0 4.13 1131 88_0 6.0 55,0 9_■ 3
1 64 40.0 9.0 8.0 6.01 1132 66.2 10.0 8,3 10.16
1 65 44.0 9.0 10.0 4.60 1133 84.0 4.5 6.0 ■0.95
1 66 49.0 4.0 4.5 0.81 1134 98.0 6.0 9.0 14.46
1 67 46.5 7.7 6.6 3.51 1135 82.0 11.0 12.0 15.57
1 68 56.0 3.5 5.0 3.23 1136 102,0 17.0 7.0 14.51

ｌ

　

　

　

・――
・１
１
１
１

１１

１１

・――
嘲
む
＝
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瑚
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第4章 調査の概要

遺 物

番
‐
号

計 濃J最大値   (Inm)
重  曇[(cJ) 備 考

長 一島 厚

1137 63.0 10.4 ■2_36 鉄 多」
・

1138 62.3 11.3 8,73
1139 69_8 11.8 12.5 16.8
1140 67.0 25.0 14.0 26.3
1141 102.0 10.0 22.81

1142 110.5 12.2 ■1.5 50_21 楔

1143 66.8 6.7 12.23 か す  /J=し
■144 199.0 10.2 53.73 火 箸

1145 256.0 12.5 11.0 59_24
1146 240.0 9.5 57.00

表-4 鋼製品一覧表
遺物

番号
器 種

計測最大値 (mm)
重 量 (g) 備 考

長 幅 厚

Bl 銭 貨 政和通賓

B2 永楽通賣

B3 朝鮮通賓

B4 不   明
B5 不 明 46.0 0.97

B6 鍔 47.5 24.0 4.0 11.60

B7 不 明 26.0 10.5 7.67 漆が塗られている。

B8 鉾 202.0 13.0 19.37 布痕あり

B9 不 明 64.0 4.5 2.47

B10 椀 10。 37 口縁部破片

B ll 不 明 104.0 4.5 9.90

B47 銭 太平通賞

B48 不 明

※B12～ 46は表①に一括記載している。

表-5 石製品一覧表

表-6 土製品一覧表

遺物

番号
器 種

計測最大値 (mm)
重 量(9) 材 質 残存率 備 考

長 幅 厚

硯 73.5 52.8 15.0 97.16 粘 板 岩 約 = 大形竪穴遣構

砥 石 160.1 50。 7 14.0 179.56 凝 灰 岩 約 = 大形竪穴遺構

砥 石 100.0 40.1 39.0 189185 需辱♂馨 約 書 大形竪穴遺構

砥 石 63.0 34.4 21.27 凝 灰 岩 約 巻 大形竪穴遣構

磨 石 14.01 75.0 34.0 砂 岩 約 = 柱 穴

臼 262.0 111.0 98.0 3,340.0 安 山 岩 約 = 柱 穴

磨 石 195.0 160.0 65.0 21740.0 砂 岩 約 = 柱 穴

遺物

番号
器 種

計測最大値 (mm)
重量 (9) 胎 土 焼成 色 調 残存率 出 上 遣 構 名 備  考

長 幅 厚

C-1 土 錘 63.0 29.0 28.0 50.81 0.5～ l mlnの長石含む 良好 暗 灰 色 完 形 大形竪穴遺構 備 前 焼

C-2 土 錘 41.0 19.0 12.0 10.22 精製粘土使用 良好 赤 褐 色 約  = 大形竪穴遺構
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表-7 SK-04 出土小石菫筐

■
■
一一一■
■
●
■
●

ト

ー

ー

ー
ｔ

●

番号 雛さ
0
警号 雛お

V
番77・・重さ

9
番号 歯さ

g

番号 愛さ' 番号 重さ
9
番号 菫さ

9
番号 重さ

9
番号 重さ

9
番号 重さ

9
番号 重さ

9
番号 重さ

g

ユ 225

2 帥 5 5

3 5 227 255 283

5 4

4 285

認 258

7 3 4

6 1

5 4 289

5 7 4 5 5

4 207 263

5 236 292 320

153 4 321

5 5 322

5 295

ll10 8 268

4 325

102 6 4 326

4

劉 7 272 300 328

6 8 4

知 134 5

3 5 303

80 5 248 332

ll19 7 7

54 6 1 5 5

3 223

郎 9 84 5 252 5 308

番号 量 さ
9
番号 庭さ

g

番号 磁さ
1
番‐8・ 重さ

9
番号 重さ

g

番号 重さ
9
番号 重さ

g

番号 重 さ
g

番号 重さ
9
番号 重さ

9
番号 重さ

9

7 533 5 617
338 7 422 5 618

423 507 535

340 368 424 452 5 7 620
縫 1 425 537 5

398 426 482 6 5 622
343 30 427 6 623
344 400 428 484 8 3 624
345 373 3 597 5 625

570 6 626
347 403 6 5 6
348 404 460 5 8 7 3
34FJ 377 433 7 573 629
350 406 8 434 9 5 3 630 7

8 575 5
352 5 408 5 3 576 4 632 5

6 錦 1 409 5 577 3 633
494 4 7 634

4 3
3「o6 412

7 636 5
357

4
9 582 3

359 5 9
7 639 4

5 388
3

5 445 557 613 5 4
362 3 446 558 586 5 3
363 475 559 643 4

448 560 5 1
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一舞

第 5章  「大形竪穴遺構」上家の復原について

魃鱚草 「丸躙陪憂蜻鼈」童燒聰軋援について
発掘調査されたこの遺構は、茶臼山山頂の平地部分の北東端に位置している。この場所は、北に吉野り||、 東に

吉井川、眼下にその合流部を眺望できる立地となっており、この遺構が、推定される当時の軍事施設であること

から、その配置も建物用途と密接な関係があるものと考えられる。

上家の推定復原にあたっては、発掘された地下部分の竪穴の平面形および断面形状、寸法、さらに地上部分の

竪穴周辺に点在する多数の柱穴を手掛かりに検討した。

平面形推定については、竪穴外周に認められる多数の柱穴のうちから、形状・寸法の共通 した柱穴を選択 して、

柱の通りを割り出し、それらを結び、外壁線を推定した結果、楕円形平面となり、竪穴の外周形状とほぼ類似 し

た形状が認められた。

)

10m

第54図 城山公園整備事業屋外附帯施設工事配置図 (S‐ 1/40の
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柱の立て方については、発掘された柱穴が垂直であることから、掘立柱を垂直に建て、外壁または構造体を構

成していたものと考えられる。竪穴底面には、外周柱よりやや大きい柱穴が2個並列して認められ、これが建物

中央部にあって架構を支える棟持柱であると考えられる。

上家の断面形状推定については、この遺構の主用途および地下部分の竪穴の規模から、地下室としての機能に

注目しな/J4ら 、遣構中程にテラス状の段部があることから、中2階的に床を設け、高床式の屋根裏部屋として、

居室または収納の用途に供していた事が考えられる。

羅根の形状は、推定される茅葺き屋根に適した屋根勾配を採用し、軒高は極力低く抑えて、山頂であるための

防風対策、下界から発見されにくいこと、および、地下部分との関連性を考慮して、その高さを推定した。

構造部材は柱 。梁・小屋組部材とも丸太組として、柱は掘立柱風に立て、架構はこの遺構の時代的背景、用途

などを考慮して、簡素な組み方を想定した。

この建物は、発掘遺構の直上に復原されるもので、遺構の養生、保存には特に配慮し、上家の復原と同時に、

竪穴遣構の保護という今日的役割を担っている。そのため、地下部分への外部からの雨水の侵入防止のため、外

間に砂利敷の偶1溝を設け、更に外壁下部には掘立柱Fntに立てた柱のコンクリート布基礎を上手として、雨水を建

物および地下竪穴部分に近づけない構造とした。また視察者のため若干の照明と、安全手摺を設けた他、素本卜な

天然材を使用して一般の参考に供するよう、推定復原を試みた。

(建築家 金光秀泰)

第55図 復原大形竪穴遭構立面図 (S=1/160)
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第 5章  「大形竪穴遺構」上家の復原について
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第57図 床伏図 佐 )、 平面図 (右)(S二 1/160
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盗

魃 鶴章

1.適構について

周匝茶臼山城本丸址の大部分を発掘調査した結果、柱穴、溝、土墳、大形竪穴遺構等を検出した。柱穴は多数

検出されたが、掘立柱建物としてまとまらなかった。しかし、切り合い関係をもつ柱穴等が存在することから、

数時期の遣構があったと思われる。瓦の出土がSD-1以外では認められなかったこと、城型展望台付近には柱

穴が少ないことからみて、この周辺に礎石をもつ主殿となる瓦葺き建物が存在していたと考えられる。なお、他

の柱穴は掘立柱建物等を構成するものと思われるが、本丸における建物配置関係を明らかにすることができな

かった。今回の調査で注目すべき遺構として、大形竪穴遺構がある。本丸歯Lの北端部近く、眼下に吉井川を見る

ことができる.位置で検出された本遺構の性格については、類例の増加を待って考察するべきであるが、恐らく食

料などの生活物資や武器の貯蔵をも兼ねた地下式の居住施設であったと推察される。なお、地下と外部への明瞭

な昇降用施設は検出されていないが、恐らく昇降は梯子によって行われていたであろう。

このように、調査では本丸としての機能を十分に解明できなかったが、遺構の在り方からみて、周匝茶自山城本丸は

礎石をもつ瓦葺き建物 1棟、掘立柱建物数棟、大形竪穴遺構に板塀や柵列をもった中世的な城郭施設であったといえ

よう。なお、貯蔵庫を兼ねたと推察される地下式居住施設である大形竪穴遺構の検出は戦国期における城郭施設の在

り方を考えるうえにおいても重要な発見例であり、今後さらにこのような施設の類例が増加するものと思われる。

2.遣物について

出上した遺物は土器、土製品、石製品、瓦、鉄製品、鋼製品と多種多様であるが、機能別には日常生,舌用具と

武具に大男Uさ れる。

土器は輸入陶磁器、陶器、瓦質土器、土師質土器が出土している。陶磁器は中国産の青磁、白磁、染付であり、

器種は碗、皿、小杯がほぼ同数出土している。これらの遺物は16世紀前～中葉のものが大部分であるが、16世紀

後半のものも若干みられる。染付は明代のものである。なお、 1点ではあるが李朝青磁 (215)が出上している。

県内での城郭出土例としては初めてのものである。陶器は備前焼、常滑焼、瀬戸、美濃系の製品がある。備前焼

には飲食器としての甕、招鉢、壷、盤、徳利、碗等の他に茶器としての湯冷まし (161)、 茶入 (112)や 花器

(102)が出土しているが、備前焼編年ではV期 に位置するものである。陶器の大部分は備前焼であるが、常滑

焼の壺 (136)、 瀬戸、美濃系の鉄釉小瓶 (214)、 天目茶碗 (216、 217)な ど少量ではあるが他の製品も出上 して

いる。瓦質土器には招鉢 (1)、 こね鉢 (100)、 香炉 (114、 115)な ど少量あるが、内外面とも黒色を呈するこ

ね鉢の生産地は不明である:土師質土器については、第4章において、底部の切り離し技法によってA～ E類に

分類を試みた結果、底部を回転台使用した糸切り技法 (A類 )、 ヘラ切り技法のみ (D類 )、 ヘラ切り後に板目痕

跡をつけるもの (C類)の 3つ に大別が可能であった。このような技法差は生産者が異なっていたことを示すも
のであり、生産者単位ごとに各種の上師質土器を製作していたのであろう。法量による統計によれば、日径は 1

寸 5分～ 6寸 までの規格品を生産しており、特に2寸～4寸 5分の規格品が多量に生産されていた。この法量は

備前ゴヒ東部における16世紀中～後半に使用された土師質土器の1つ の在り方を示すものと云ようl

このように、土器は備前焼と土師質土器が大部分を占め、わずかに陶磁器、常滑焼、瀬戸、美濃系、瓦質土器

が存在することが明らかとなった。さらに陶磁器の出土量は瀬戸、美濃系陶器と比較しても圧倒的に多く、備前

北東部という地理的条件にもかかわらず、吉井川水系を利用して積極的に入手したものと思われる。土製品とし

ては土錘と吹子の羽口 (図版32の 1～ 3)が出土している。今回の調査では鍛冶炉が検出されなかったが、武具、
生活用具の修理のために本丸で小鍛冶が行われていたと推察される。鋼製品では鉾の出土が注目される。女性用

為
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第6章  ま と め

のものと思われ、茶臼山城に女性も居城 していたことが推察される遺物である。

このように、多種多様の遺物が出上 し、当時の生活様式がかなり明らかとなってきたが、とりわけ、文房具

(硯)や茶道具の出土は興味深いものがある。各地の有力武将が茶の湯を愛好したように、国人層である周匝茶

臼山城主も備前焼の湯冷まし (161)と 天目茶碗 (216、 217)で茶湯に親しんでいたのであろう。

3.縄張りについて

周匝茶自山城の縄張りについては、先学の知見と踏査にもとづき第2章で詳細に述べたように、茶自由の尾根

上に築城された連郭式山城である。今回の本丸発掘調査によって、縄張り構成が変化するものではないが、周匝

茶自山城と大仙山城との関係がいかなるものであったかについて、2つ の見解を紹介しておきたい。 1つ は、浦

上宗景に属して、北辺防衛を担っていた時期のものであるという説である。これは、美作国側からの侵攻に備え

る出城という解釈である。もう1つ は、大仙山城が周匝茶臼山城よりも発達した竪堀群をもつなど、城郭形態が

より発達しているため、周匝茶臼山城よりも後に築城され、その築城時期は宇喜多氏との戦いに備えて急拠造ら

れたものであるという説である。

大仙山城の発掘調査が実施されていない現在、いずれの説が歴史的事実に近いかは不明であるが、現存する城

郭遺構が天文年間に尼子氏の侵攻に備えた時期と宇喜多氏との戦いのために再整備された段階の二時期の遺構が

存在したことは間違いのないことと思われる。

4"年代について

周匝茶臼山城が、いつ、誰によって築城されたかについては、今回の調査からは明確にすることができなかっ

た。「備前軍記』では笹部勘次郎名がみえ、天文 2年 (1533)に 居城、天正 7年 (1579)に廃城し、46年間存在

していたとされ、ほぼ間違いないと思われるが、百パーセント正解というわけでもない。いずれにしても周匝周

辺を治めていた国人層であろう。編年研究の進んでいる備前焼、輸入陶磁器からみて、16世紀前半かあ後半にか

けての上器が使用されていることから、築、廃城の時期はほぼ妥当な時期と思われる。なお、液体シンチレー

ション14c年代測定によると、大形竪穴遺構から共伴出土した貝 (ア カニシ)は 80± 30年 BP、 同じく木炭か

らは100± 20年 BPと いう年代測定結果が得られた。これは江戸時代末期の年代である。土器による年代比定と

自然遺物による年代誤差が生じている事実もあわせて報告しておく。

註

註1 近年の発掘調査で、地下式上倉ないし地下式倉庫と呼ばれるものが発見されているが、本遺構と規模、平、断面形態で類似する

ものは現在のところ確認されていない。

中野遺跡調査団『下総国四街道地域の遣跡調査報告書一池ノ尻館址 。戸崎館址 。前広遺跡一』昭和61年

紀伊根来寺においても平成3年に発見されている。

護2 問壁忠彦、間壁苗子『備前焼研究ノート (3)』 倉敷考古館研究集報第5号 昭和43年
伊藤晃、上西節雄『備前』日本陶磁全集10 中央公論社 昭和52年
間壁忠彦『備前焼』考古学ライプラリー60 ニューサイエンス社 平成2年

註3 岡山城二の九跡発掘によれば、最下層の16世紀末のものが、日径 9,10、 11～ 12clnの 2群に分類され(3寸～4寸のものが生産
の中心であり、日径の拡大化が認められる。

河本清ほか『岡山城の二の九跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告78 岡山県教育委員会 平成3年
註4 出宮徳尚「茶臼山城」『日本城郭大系』第13巻所収 新人物往来社 昭和55年
註5 村田修三氏は周匝茶臼山城と大仙山城の城郭形態を違いから、初めてその前後関係を発表した。村田修三「吉井町周辺の中世城

郭」一大仙山、茶自山を中心に一『大仙山城址調査報告会』発表資料 平成元年 5月 13日
吉井町史編纂委員会編『吉井町史』第二巻吉井町 平成 3年

註6 土肥経平編著「備前軍記」『吉備群書集成」第3巻所収 歴史図書社 昭和45年復刻
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図版 1

1.茶臼山城、大仙山城遠景 (南東から)

2.茶臼山城、大仙山城遠景 (北東から)



図版 2
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2.茶臼山城址本丸近景 (南西から)



図版 3

1.茶臼山城址二の丸付近からの大仙山城近景 (南から)

2.大仙山城近景 (南から)



図版 4

2.本丸南の堀切 (西から)1.本丸南の堀切 (東から)

3.第 1次調査区の遺構全景 (北から) 4.第 1次調査区SD-1全景 (北東から)

5.第 6次調査区におけるSD-01延長部分 (西から) 6.第 6次調査区におけるSD-01延長部分 (南から)



図版 5

1.SD-01内 瓦出土状態 (南東から)

2.SD-01内 刀子、土師質土器出土状態 (南西から)

3.第 2・ 3次調査区遺構全景 (西から)



図版 6
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2.第 2次調査区SK-02の遺物出土状態 (南から)



図版 7

1.第 2次調査区SK-03全景 (南東から)

3.第10次調査区SK-07全景 (北東から) 4.第10次調査区SK-07断面 (北東から)

2.第 9次調査区SK-04全景 (北西から)

5.大形竪穴遺構全景 (南東から)
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大形竪穴遺構近景 (南東から)



図版 9

2.大形竪穴遺構北西壁面 (南東から)

3.大形堅穴遺構南コーナー近景 (北から)

1.大形竪穴遺構南東壁面 (北西から)

5.第 6次調査区西側端部付近の土層断面 (南から)
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1.第 2次調査区遺構全景 (南から)

卜な:

第 5次調査区遺構全景 (南西から)

3.第 7次調査区遺構全景 (北東から)

1



図版 11

1.第 7次調査区遺構全景 (南西から)

2.第 9次調査区遺構全景 (南から)

3.第 9次調査区遺構全景 (北西から)



図版12

1.大形竪穴遺構上層発掘調査風景 (西から)

2.大形堅穴遺構中層発掘調査風景 (南東から)

3.大形竪穴遺構中層発掘調査風景 (南東から)
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図版13

SD-01出 土遺物 (1～ 6)、 SD-02出土遺物 (7・ 8)
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SK-02出土遺物 (1)SK-07出 土遺物 (2～ 7)大形堅穴遺構出土遺物 (8～ 18)
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大形堅穴遺構出土遺物
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大形竪穴遺構出土遺物



図版 17

大形堅穴遺構出土遺物



図版18

大形堅穴遺構出土遺物

(同一個体 )



大形竪穴遺構出土遺物 (ヘラ記号)
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大形堅穴遺構出土遺物
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図版23

(底部)

大形竪穴遺構出土遺物
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(表 )

大形堅穴遺構出土遺物
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大形竪穴遺構出土遺物
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染付 (表 )



自磁 (内 )

(表 )

大形堅穴遺構出土遺物
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2(見込み)

6

SD-01(1)、 SK-06(2)、

7

07(3・ 4)柱穴内 (5～ 7)出土遺物
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大形竪穴遺構出土遺物 (鉄製品 1～ 5。 8～ 36、 鋼製品 6・ 37～39)
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図版32

羽口 1(表 ) 羽口2(表 )

員 (アカニシ)

大形竪穴遺構出土遺物 (羽口 1～ 3、 鉄滓、

SK-04出土小石

貝 3～ 5)SK-04、 柱穴内 (1、 2)出土遺物



1.復原された大形堅穴遺構全景 (南から)

″「

Iノ|二

響マ

2.竪穴遺構内部 (入口方向から)
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2.床組み及び屋根裏 (入口方向から)
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1,復原を待つ堅穴遺構

3.外壁基礎完成

5.外壁軸組み工事

フ.屋根茅葺き作業 8.屋根葺き完了

2.建家外周縄張り作業

4.心柱基礎作業

6.構造部建て方工事
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